
３．総評
（１）計画及び支援内容の振り返り
本児の発達の課題や虐待、保護者の養育能力や家族の基盤の弱さなど複数の課題を抱えるにもかかわらず具体的な支援が途切れていたケースである。支援につながるよう保護者のペースに合わせながら、保護者の受け入れることのできる範囲内でサービスの利用を組み立てていくこととなった。低所得世帯ということもあり、相談の中で家計や住宅のことまで話題に出てくる中で、本児の発達や学校生活に焦点を向けていくことに心がけ、今後の本児の生活の見通しやそれに向けて今何が必要かを保護者に合わせて考えていくことが必要であった。保護者もわからないまま何かをされることに不信感を持っており、信頼できる相手になる関係作りや保護者の大変さや気持ちを理解する姿勢で傾聴することに重点を置いた面接を行った。
　本児の発達を重視した障がい児支援利用計画を作成し、サービス導入後、様子を見ながら短期入所など保護者の負担軽減につながる支援の強化を図ることも念頭にあった。サービスの導入により本児も学校と家のみの生活から、新しく通う場所が増え、自分にとって侵害されるところではないこと、安心できる場所であることを理解し、楽しく通うことができつつあるようである。本児にとって楽しいことが増え、1週間の見通しや期待を持って生活できるようになり、気持ちの安定にもつながってきていると考えられる。学校や学童への行き渋りはやや減少した。保護者も本児のかんしゃくが減り、本児に対する対応で混乱することがやや減ったことが語られた。放課後等デイサービス利用のときは夕食を食べてくることにより、家事の軽減にもなっているようで、気持ち的に少し楽になった様子である。全体的に生活の流れが変わり良い方向に動いていることが伺える。今後も母親の状態を見ながら、必要に応じて短期入所、祖母の負担を減らすことや余暇支援も含め日中一時支援の導入も検討していく予定である。
（２）社会資源の活用方法
虐待や学校への行き渋りがあることから、家庭児童相談室や学校との連携が必要であった。
家庭児童相談室では保護者面接を定期的に行っていることから、連携を取ることで保護者の像がより鮮明になり、その時々の状態が見えてくることに利点が大きい。学校との連携により、保護者から聞く情報が学校側の情報とどの点が異なるかを見極めることが可能となり、食い違いはどこにあるのかわかることで修正を図っていきやすいと思われる。今回の計画で保育所等訪問支援を導入したが、その両者の関係改善も一つの目的としている。学校側の本児の支援のあり方や方向性についても確認しながら、必要な支援を示すきかっけになることを期待している。また、言語訓練の導入により、言語聴覚士によるより専門的な視点を学校にも伝えていくことで、本児に合った支援が広がり、本児にとって理解できる環境を増やすことが生活しやすさに結びつくと思われる。
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